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要旨 本研究では、公共図書館が地域の場(ba)として利用者にどのような変容をもたらすのかを可視化し構造化する。分析

フィールドとして、地域志向の図書館の先駆例として注目を集める佐賀県武雄市図書館を選び、グラウンデッド・セオリ

ー・アプローチ(GTA)により分析した。その結果、関与者には、外部刺激により自立行動が促され、オーナーシップを持っ

た行動すなわち、わがこととなる状況での試行錯誤による成長が実感され、自己と活動の広がり及び地域への利他的意識が

醸成され、意識変容が生じていることを明らかにした。また、地域の場としての武雄市図書館の機能は、外部刺激による個

人の動機づけ、外とつながる場、活動の場、自由さ及び選択できる居場所の提供、並びに他者から見られる劇場型空間であ

ることを示した。 

 
キーワード 場、意識変容、公共図書館、グラウンデッド・セオリー・アプローチ、場としての図書館 

 
1.研究の背景と目的 

2000年代に入り人口減少と過疎により、地方自治体等

が高度経済成長期にその多くを建設した地域の公共図書

館の存続意義が問われている[1]。電子書籍化に伴う紙媒

体不要論、図書館利用者の減少、地方財政の窮迫による

人件費及び運営経費節減の実現等が喫緊の課題となって

いる[2] [3]。これまでのような紙媒体による受け身の情報

取得のための施設としての地域の公共図書館の機能には

見直しの声が上がり、老朽化が進む図書館の再編と新た

なニーズへの対応が急務とされている[4]。全国 3,330 
館の公立図書館のうち約 6割は築 30 年以上と老朽化が

進み[5]、公立図書館のサステナブルかつ新たなあり方の

設計が模索されている。 
本研究の目的は、上記の問題意識に立ち、1(2)で詳述す

るように新たな図書館の先駆的な試みとして知られる武

雄市図書館が地域の「場(ba)」[6]として、利用者にどの

ような変容をもたらすのかを可視化し構造化するもので

ある。 

「場としての図書館（library as place）」論は2000年

代後半から急速に注目されてきた図書館研究であり、

2(2)に詳述する。これまでの日本の図書館は施設として

資料提供等に資する機能性に重きが置かれ[7]、主として

情報、教育、並びに学習が研究課題とされてきた[8]。他

方、近年の図書館研究は学際的かつ統合的なアプローチ

にシフトしており、カルチュラル・スタディーズ、エス

ノグラフィー、地理学の場所研究理論、社会学及び政治

学の場所の概念等が援用されるようになり、場としての

図書館の概念に注目が集まっている[8]。 
 本研究の「場(ba)」(以下、場)の定義は、知識創造論の

立場に立つ野中ら[6]の場の定義を地域活性化論の文脈

で再定義した坂倉ら[9]による「地域の様々なステークホ

ルダーの協創、協働を促し『地域の知』を創造するプラ

ットフォーム」(p.25)とする。図書館に期待される役割は

情報提供及び利用者の知識蓄積から、場としての図書館

すなわち場の参加者に自己変容を促す場へと変化してい

る。また地域の場は、地域住民の間の信頼関係や帰属意

識を醸成する場所として近年注目されている[10]。 
 分析の手法はグラウンデッド・セオリー・アプローチ

(GTA）[11][12]を用いる。演繹的かつ定量的な分析方法を

用いず、帰納的かつ質的な調査方法である GTA を用い

る理由は、本研究が分析対象とする場の参加者の自己変

容は個人レベルのものであり、会話や五感を通じたコミ

ュニケーションで成立する個人の変容の可視化には、演

繹的かつ定量的な分析方法ではなく、人間行為の会話等

の相互作用に着目し、個々の質的データから概念を

grounded に汲み上げ、概念間の関係を捉えながら対象



 
 

の内面的変容プロセスを可視化する手法[11][12]である

GTAが適しているからである。 
 

（２）研究対象の概要 

 本研究の分析フィールドとして、佐賀県武雄市図書

館・歴史資料館（以下、武雄市図書館）を選んだ。同図

書館は図書館の新たなあり方が問わるようになった

2000年代に、地域の場としての図書館として本格的に立

ち現れた日本における分水嶺的事例だからである[7] 
[13][14][15][16]。 
 武雄市図書館は 2013 年に経費合理化と地域活性化の

ロールモデルを目指し、民間ノウハウを活用した改修を

行った。改修後、提供サービスの質は365日年中無休で

毎日9時から21時までの開館となる等向上した（表1）。 

 

 武雄市図書館は 2000 年に図書館と武雄蘭学を常設展

示する歴史資料館の併設館として建築された。しかし開

館時間の延長にもかかわらず、利用者は増えなかった。

そこで武雄市役所は民間活力の活用による365日開館を

目指し[17]、市民図書館の新たなあり方のイメージにカ

ルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社（以下CCC）
が経営する代官山蔦屋書店が合致したとして、同社に連

携を求め、武雄市図書館を改修することとなった。同図

書館は改修後 2013 年 4月にリニューアル開館し、運営

方式は武雄市の直営から指定管理者制度による CCC に

よる管理運営へ移行した(表2)。 

 図書館サービスの提供及び空間設計には CCC が書店

経営で培った民間ノウハウが活用され、外資系コーヒー

チェーン店、文具書籍の販売並びにCD 及びDVDレン

タルを行う書店が併設された。このような図書館内の自

主事業には行政財産の目的外使用が適用されている。

2017年には隣接の敷地にこども図書館が新たに開館し、

同図書館内には地域ブランドのパンケーキ店が自主事業

として併設された。 

 武雄市図書館の改修後(2013 年)の利用者数は改修前

(2011年)比で 360%となる92万人、貸出冊数は154.8%
に増加した[18]。この結果、武雄市図書館は地域活性化の

場として注目を集めることとなった。 

 

２.先行研究および本研究の位置づけ 

（1）場の理論 
 場の理論は、組織マネジメントの原理としてナレッジ

マネジメントの分野を中心に発展した。野中ら[6]は場を

「知識創造のための有機的土壌」(p.53)と呼び、場への

「参加者の関係性が立ち現れ」「知識創造の礎として作用

する共有スペース」(p.40)であり、その関係性は物理的、

ヴァーチャル、精神的なものの組み合わせから成るとし

ている。 

場の重要性の認識は地域活性化論においても近年注目

され、多様なステークホルダーの関係性構築並びに協働・

協創の基盤として、多世代の共存、交流及び協創を創出

する多様な主体間のつながりを生み出すオープンな場の

意義が認められている[19]。坂倉[10]は地域の場の成立に

ついて、空間という物理特性だけではなく、参加者がそ

の空間に持つ感情だけでもなく、空間と参加者の相互関

与によってはじめて成立することを示した。したがって、

地域の図書館研究についても、これまでのような施設の

機能性のみならず、地域活性化の場としての特徴に着目

し、空間と利用者に相互にどのような関係性を発生させ

るかという地域の知の創造的プラットフォームとしての

観点の追求が待たれている。 

 

（２）場としての図書館論 

図書館情報学の中心的な研究課題はこれまで、情報、

教育及び学習機会を図書館が利用者にいかに効率的に提

供するかにあった[8]。1970 年代までの公共図書館はい

わば貸出し中心主義であり、施設のハード面ではモダニ

表 2 武雄市図書館改修整備の経緯 

表 1 武雄市図書館の改修前後の比較 

(出所: 武雄市公表資料参照に筆者作成 ) 

 

(出所: 武雄市及びCCC広報資料参照に筆者作成 ) 

改修前 改修後 増加率

運営 直営 CCC –

管理運営費 1.2億円 1.1億円 90%

開館時間
年35日休館
10時ー18時

365日開館
9時–21時

165%

開架10万冊

蔵書18万冊

席数 187席 279席 149%

面積 300坪 560坪 187%

蔵書数 開架20万冊
200%

（開架冊数）

2000年10月 武雄市図書館・歴史資料館　開館

2006年
金曜日の開館時間 1 時間延長・祝日開館の実施等　

開館時間を延ばす取り組み

2012年5月
武雄市とCCCの 武雄市立図書館の企画・運営

に関する提携基本合意発表

2012年6月
武雄市議会において指定管理者制度を導入する

条例改正案が可決

2012年6月
武雄市臨時議会において

CCCを指定管理者として指定する議案が可決

2012年8月 図書館・歴史資料館に関する市民アンケート

2012年11月〜
2013年3月

改修工事のため閉館

2013年4月
武雄市図書館・歴史資料館　リニューアル開館

スターバックスコーヒー、蔦屋書店併設

2017年10月
武雄市こども図書館　開館

九州パンケーキ併設。本館のCD/DVDレンタルスペース　閉鎖



 
 

ズムによる機能的な図書館建築が多く志向された[7]。80
年代頃からは高度情報化社会の到来を背景に、レファレ

ンスの強化等の情報提供の質と多様さが追求された。 

場としての図書館論は 90 年代に、図書館における知

識習得のリソースの電子媒体化である電子書籍化へのア

ンチテーゼ[20]として生まれた。2000 年代に発生した

Google Library Project が、同理論の発展を促した。例

えば、Bushman et al.[21]は、場としての図書館を抽象的

な場ではなく、コミュニティの場及び学習と学術活動の

場の物理的な場所として捉えている。他方で Antell et 
al.[22]は、物理的な場としての図書館の目に見えない側

面に価値を置き、インターネット時代へのアンチテーゼ

として電子的経験に欠落している、聖域という感覚、知

的な精神状態、知識の精神的感覚、並びにカプセル化さ

れた隔絶の各カテゴリーに注目し、図書館という場が物

理的場所を超越する可能性を示唆した。 
 日本では久野[8][23]がサードプレイス論と社会関係資

本論の立場から、学校図書館にサードプレイスの機能が

あることを示した。根本[7]は「図書館が単なる資料提供

の機関ではなくコミュニティの中で過去、現在、未来を

繋ぐ場所に変貌している」(p.59)としている。具体的には、

90年代から大学図書館を中心にアクティブ・ラーニング

やラーニングコモンズといった主体的学びの新たな手法

を支援する機能を取り入れる動きが始まっている[24]。
また 2010 年代には、地域の課題意識を共有し自治意識

を醸成させるための住民ネットワークの支援も地域図書

館の使命とする考え方が生まれた[25]。 
 

（３）本研究の位置づけ 

上記の先行研究で明らかなように、地域の公共図書館

が地域の協創や多様な主体間のつながりを生み出す場だ

とすれば、地域の公共図書館は場である図書館の利用者

に、何らかの変容を引き起こしているはずである。しか

しこれまでの場の研究においては場の成立条件の特定並

びにその設計方法を提案するものが多く[6][9][26]、参加
者にどのような自己変容が発生したのかを可視化し構造

化する研究はいまだ萌芽段階にある。 

このような問題意識に立ち、本研究はまず、場として

の図書館の中でどの様な自己変容が利用者に起きるのか

を明らかにする。さらに分析の手法としても、GTAを学

術図書館や学校図書館の児童生徒とその周辺を対象に用

いた研究[27][28]はあるものの、地域の公共図書館研究に

GTAを用いるという新たなアプローチを試みる。 

また本研究のフィールドである武雄市図書館について

は、運営手法及び官民連携手法に着目した先行研究がな

されている。具体的には選書及び従来の分類方法を使用

しない独自の分類方法[29][30]、指定管理者制度や運営

方法に関するもの[24][31]、官民協働による社会的価値

[32]等CCCによる従来の指定管理者による図書館運営の

枠を超えた手法の独自性に関するものである。他方でそ

の効果について実証的検証はこれからである。本研究は

改修から5年経過し、複数の独自手法による新たな図書

館がどのように地域に受容され影響を与えたか、受容者

側からの視点に着目し図書館という場による個人の自己

変容プロセスを分析する点が、従来の研究とは異なる特

徴である。 

 

3.分析方法 

本研究のフレームワークを図1に示す。手順としては、

まず場の関与者の意識変容がいかに行われたか、そのプ

ロセスに武雄図書館がどのように寄与していたかのデー

タを、半構造化インタビューにより取得し、そのデータ

をGTA[11][12]を用いて分析し可視化及び構造化する。 

 
（１） 本研究の予備調査及びGTAの概要 

まず 2013 年以降武雄市図書館の指定管理者によって

毎年行われた利用者アンケートを参照し、2017年度利用

者アンケート調査結果(n=554)から図書館利用者の

45.8%に生活の変化があること、64.8%が武雄市の変化

を認知していることを確認した。そこから自分自身、武

雄市並びに図書館のそれぞれがリニューアルによってど

のように変化したか、その3要素の関係性を明らかにす

ることを目的としてインタビュー項目を設定しデータ収

集を行った。収集したデータに対し、GTAによる分析を

後述する手順に従って行った。分析に際して他の図書館、

類似施設関係者にも同様の質問を行い、比較検証した。 
 
（２） データ収集方法 

 武雄市図書館を通じて事前にアポイントを取った数名

に対して半構造化インタビューを行なった。インタビュ

ーは録音し、逐語録を作成した。インタビューの概要を

基礎調査 →
半構造化インタ

ビュー調査 ⇄ 比較検証調査

武雄市図書館利用者

アンケート調査

指定管理者による調
査
2017年5月〜6月
対象者：武雄市図書
館・歴史資料館の来
館者(市民・市民以外
問わず)
回収数：554

インタビュー①

2018 年6月
対象者：図書館司
書、スタッフ

インタビュー②

2018年10月
対象者：市民ボラン
ティア、学生、元市
職員、施設関係者

インタビュー

2018年12月
対象者：伊万里市民図
書館（司書、市民ボラ
ンティア3名）
川崎市立中原図書館
（職員）
函館蔦屋書店（事業責
任者、社員、ARスタッ
フ）
海老名市役所職員2名

図 1 研究のフレームワーク 



 
 

表 3 に示す。なお、インタビュー項目は慶應大学大学院

SDM 研究科倫理委員会の承諾を得るとともにインタビ

ュー対象者には事前に承諾を得ている。 
表 3 インタビューの概要 

 
（3）分析対象者 

分析対象者の選定基準として、武雄市図書館に関わる

主要ステークホルダーのうち、武雄市図書館改修プロジ

ェクトを受容的立場として関与した者として同図書館に

関与ないしは利用経験がある市民を選んだ。その結果、

武雄市図書館司書2名、武雄市図書館に併設する蔦屋書

店の異なる業務で働く地元雇用スタッフ3名、改修前か

ら図書館ボランティアを行う市民 2名、元市役所職員 1
名、歴史資料館関係者1名、並びに利用者の高校生１名

の10名を選定し、インタビューを行なった（表4）。 

 

（4）本論文におけるGTAの分析手順 

地域活性化分野におけるGTA研究[34]を参照し、イン

タビューを逐語録に起こしたテクストをもとに分析対象

者ごとに戈木[12]が示す手順に従い分析を行った。 
なお、本研究は図書館の運営スタッフを中心に受容的

立場で改修プロジェクトに関与した者のほぼすべてをフ

ィールドワーク及び半構造化インタビューの対象として

おり、武雄市図書館のステークホルダーの洗い出しとし

ては理論的飽和に至ると考え得る十分なサンプリングを

行っている。 
 
4.分析の結果 

 GTA によって導かれた関与者の意識変容のプロセス

と図書館及び地域がどのように関与したのか示した全体

図を図 2 に示す。これは分析手順で述べたカテゴリー間

の相互関係を分析した結果得られたものである。 

 本文中の【】は中心となるカテゴリー、＜＞はカテゴ

リー名、（）はサブカテゴリー、分析対象者は（A〜J）の
符号で表記する。 

 

（１） 統合されたストーリーライン 

 図書館の場の関与者個人は、以前は＜制約を感じ＞＜未 

来や変化に対する不安、恐れ＞、守られていた仕事から＜シ

ェルターの中の自分＞であった。図書館のリニューアルの

決定後から＜外の世界＞から地域に対する多種多様な外部

意見や＜歴史資料館の喪失＞＜図書館の根本的変化＞から

＜地域が二分される＞思いを感じた。一方＜外の世界＞で

＜地域には無いもの＞を知り、図書館を通じて＜外に出る

きっかけ＞を得ることで【わがこととなる状況】に置かれ、

＜外部刺激による動機づけ＞から＜自分でなんとかしない

といけない＞という思いになる。動機づけされた個人は地

域内で【自立行動と自分なりの試行錯誤】を行う様になる。

＜自分で考え＞＜やりたいことをやり＞＜自分なりの試行

錯誤＞の中で、図書館で＜外とつながるきっかけ＞を得て、

外の世界と＜運命的なすごいものとつながる＞経験をし、

＜未知なるものを知る楽しさ＞得る。＜自分なりの試行錯

誤＞をしながら様々な自分だけで行動することの＜困難を

知る＞。そこで、＜劇場型＞である（図書館がステージ）と 

なり図書館の中で活動が＜見られ＞、＜場を使う＞ことで

（発信の場所）とし、（見守る・見守られる）ような＜人と

のつながりの場＞や地域の＜つながりが困難を克服する自

分を可能にする＞存在となり、困難なことも＜良い方向に

転がり始める＞様になって、＜大人が変化した＞。地域に対

しても＜行動が広がり＞、＜枠や境界を越える＞活動を通

して＜自分が広がる＞ように感じ、図書館を通じて（武雄市

の関心が増え）（武雄は世の中の大きな流れの中にいる）と

＜外の世界とつなが＞り、館内や外の世界から＜見られる

＞ことで（自信になり）、【自己の広がり】を得た。この様な

経験から自分自身の＜成長や変化を感じ＞、＜自分が豊か

になる＞意識や、地域に対して（地元と図書館を根付かせた

い）（図書館を残したい）（10代の人に開いてほしい）（どう

したいより、需要に応える）といった＜利他的な意識＞を持

ち、地域に対して（まちが明るくなる）＜地域の活性＞を 

期間 2018年6月・10月

場所 武雄市図書館、市役所

方法
調査協力者と調査者（＝筆者）

1対１、もしくは１対２（調査協力者）の
個別インタビュー

回数 調査協力者１名につき１回〜２回

時間
調査協力者１名につき１時間、
２名の場合は合わせて2時間

(出所:筆者作成) 

 

(出所:筆者作成) 

 

 

表 4 分析対象者一覧 

符合 関係性 性別 年代 居住地

A スタッフ 男性 20代 市外

B 司書 女性 30代 市外

C ボランティア 女性 60代 武雄市

D ボランティア 女性 60代 武雄市

E 学生 男性 10代 武雄市

F 司書 女性 30代 武雄市

G スタッフ 女性 50代 市外

H 施設関係者 男性 60代 市外

I スタッフ 女性 30代 武雄市

J 元役所職員 男性 60代 武雄市



 
 

感じ、＜武雄を誇りに思う＞気持ちと地域の人々に＜変化

を受け入れる土壌＞の空気ができたと感じている。 
 

(2)各カテゴリーの概念について 

場の関与者個人の意識変容のプロセスは次の４段階の

カテゴリーで形成された。以下は各概念を支持する具体

例の一部である。 

① わがこととなる状況 

地域内にいた自分自身が外に出る、もしくは図書館内に

入ってきた外からの存在と交わる＜外部刺激による動機

付け＞から＜自分でなんとかしないといけない＞状況に

なる。外の概念はインタビューから導出された言葉で、

外の対象は個人の行動範囲によって異なる。例えば、高

校生ならば福岡や九州、社会人は東京、家庭にいる女性

は社会や働く女性等である。個人の【わがこととなる状

況】の多くは物理的に地域から外に出た時に認識し、使

命感を感じている。しかし、必ずしも物理的に外に出る

必要はなく、地域もしくは個人に外の世界が交わる場合

も同様に【わがこととなる状況】が見られる。自分自身

が外に出ない人は、図書館の変化からこれまで見たこと

のない人や民間企業から来た積極的な人がいる状況によ

り外と接することになり（馴染めない、馴染むことに時

間がかかる）と感じていた。 
a.＜外部刺激による動機づけ＞ 

・Facebookはじめ SNSも含めて、いろんな情報が入って

くるって思うけども、要するに生の感覚っていうか、その

感覚っていうのは、やっぱしその人と会ったりとか、そこ

の場で話を聞いたりとかじゃないと出ないので、その刺激

はやっぱり図書館で味わえるようになったっていうのは

すごいとこですね（J） 
・そのときに取り組みを聞いて、「世の中こんな楽しそう

な取り組みがあるんだな」と思い挑戦しようと思った（E） 
・販売のスタッフの人もいっぱい入ってきたから。これま

で会ったことのないような人達とも仕事ができるように

なったし。この人達は結構ぐいぐい来る方達なんだなと。

今までの図書館とはまったく違う人種が入ってきたぐら

いの感覚（B） 
b.＜自分でなんとかしないといけない＞ 

・環境が変わったことによって、自然にこのままじゃいけ

ないって生まれてきたのかもしれない（F） 
・受動的な風に受ける柳のようにぷらぷらした感じ。何か

一つを自分達でやってやろうという感じがなかった。(E) 

②  自立行動と自分なりの試行錯誤 

外に出た個人は、自分自身では行ったことのないこと

に自分で考えて挑戦してみるという行動や、外で得た経

験を地域内に帰ってきて自分で行ってみようとする行動

が現れた。一方、外に出ず内部で刺激を得た者は、図書

館が変化する中で、自分なりにその範囲の中でやってみ

ようという行動をとっていた。＜やりたいことや表現し

たいという思いは元々持っていた＞が、以前は＜決めら

れた事を行う＞仕事に就いていたこと等、制限、行動範

囲の狭さから出来ずにいたことが明らかになった。外で

刺激を得た者は、地域内で得た情報からも刺激され、実

際に会いたい、話したいという欲求を持ち実行をしてい

た。実際に出会うことで＜運命を感じる＞体験を口にし

ていた。 
a.＜自分で考える＞ 

・児童書わかる人がいなくて、（筆者追記：外に出た時が）

状況《わがことになる状況》状況＜外部刺激による動機づけ＞

⾏為《⾃分で考える》⾏為《未知のものを知る楽しさ》

（学ぶ楽しさ）（すごい⼈に会いたい）

⾏為/相互⾏為《困難を知り、鍛えられる》

⾏為/相互⾏為《境界を越える》

（境界を超えて、⾃分や周りが広がる）

⾏為/相互⾏為《成⻑・変化を感じる》

（外に出て⾃らの成⻑を実感）（仕事を通じた成⻑）
（⾃分⾃⾝のポジティブな変化）

⾏為/相互⾏為《⾃信につながる》

（⾒られて⾃信になる）
（⼈とつながって⾃信になる）

⾏為/相互⾏為【⾃⼰の広がり】

⾏為＜⾃分でなんとかしないといけない＞

⾏為《やりたいことをやる》

（責任を持ってやりたいことをやる）

⾏為/相互⾏為
《つながりが⾃分を可能にする》

（⼈と⼈、外とのつながりの変化）
（つながりが可能にする）

帰結《利他的な意識》

（周りのために、周りの成⻑）
（学ばせてもらっている）（地域のために）

帰結《⾃分が豊かになる》

（⽣活や豊かさが⾼まる）

あり：過去の類似体験：なし？
外：活動場所：内？

なし：⾃分の活動軸の変化：あり？

⾏為/相互⾏為《外とつなががる》

（都会・東京・世の中とつながる）

なし：接触欲求：あり
ある：過去の経験：ない
中：接触インパクト：⼤

内？：想定：外

なし：やりたいこと：あり
あり：外部への接触：なし
あり：苦⼿意識：なし
中：責任感：⾼

⾏為《運命と思う、掴む》

⾒られる

なし：外に出る：あり
あり：⾏動範囲の制限：なし
弱い：環境変化の度合い：強い

なし：外に押し出す機会：あり
あり：内に引き⽌める存在：なし

中：刺激度合い：⼤

あり：周囲の協⼒：なし？
あり：初めての経験：なし？

他者：困難さの対象：⾃分⾃⾝
⾏動変容：困難さの内容：意識変容

中：関わる⼈の多さ：多い
⾼い：他者の⽀援：低い

あきらめ？

なし：他者からの⽀援：あり
⼩：変化の度合い：⼤

⼈の流⼊

⾒られる

受動的：繋がり⽅：能動的？
場：繋がる環境：オンライン？

低い？：偶然性：⾼い

⼤：つながり⽅の変化：中
他者：つながる対象：⾃⼰

受容する：つながり⽅：受容される
他者との関わり：変化するもの：⾃分⾃⾝

あきらめ？

場に受容される

他⼈事？

外から：誰から⾒られる：内から
しない：他者との⽐較：する

⾃覚的：他者から⾒られていること：無⾃覚？
気にしない：他者に対する意識：気にする

隠れる？

ステージが⽤
意される

⾃分の枠：越えるもの：活動領域の枠

視野：広がる対象：グループ、活動
外への意識：⾏動：広がりの拡⼤

わかった気になる？

図 2 【成長・変化を感じる】カテゴリー関連図 

 
(出所 筆者作成） 

 

 



 
 

一番考えた時期だったかもしれない。(F) 
b.＜やりたいことをやる＞ 

・次の年にリーダー塾で、図書館で講演会を（筆者追記：

自分で開催することが）できたりした（E） 

・自分のやりたいことが形になって、それに参加してくれ

る人がいて、なんかそれって今まで考えつかなかったなっ

て。（F） 
c.＜未知のものを知る楽しさ＞ 
・今までやらなかったことに興味が出て、繋がってより広

くなった。（F） 
d.＜運命と思う、掴む＞ 
・ちょうど選考中の時にカンブリア宮殿を見ていてその

時はいらっしゃる先生は決まっていなかった。（中略）実

際にいらっしゃると聞いてお話ししたいなって。ばった

りと出くわして。（中略）運命的な出会いで。それがなか

ったらこうやって図書館ともつながりがなかったので

よかった。（E） 
 

③ 自立行動の限界と突破 

実際に自分が行動する中で困難にあう経験をしてい

た。挫折には至らないが、環境が整わずできない、いき

なり行動するとなると抵抗がある等の状況に直面してい

た。困難な状況を突破したきっかけは、自分だけが頑張

るのではなく、周りからの助けを得て、前向きに考えた

結果＜いい方向に転がる＞ようになった。＜挑戦を支え

るつながり＞は多様であり、（社会・世の中とのつながり）、

（比較しない、気にしない）（自分の変わらないもの）を

意識する自分自身とのつながり、仲間とのつながり、図

書館の場を通して(見られること)など、地域、図書館とい

う場が影響して＜つながりが自分を可能にした＞という

感覚を得ている。 
a.＜困難を知り、鍛えられる＞ 
・人を集めることはものすごく難しい。最初イベントをや

るときに、募集人数を 50 人としたんですけど 3 人しか

集まらなかった。（E） 

・民間にいたことがなかったから。その分責任があるから、

それは大変だなって思った。（中略）頼られることも多く

て、それがなんかすごいきつかった。(F) 
b.＜繋がりが自分を可能にする＞ 
・いい具合に図書館の変化と一緒にいい具合に私たちの

グループもいい方に変化した。(D) 
・仲間がいるからできる。グループが違ってもやっぱり一

緒におはなし会武雄としている人達、（中略）お互いに助

けあったりできるような関係に。やっぱりそういうつなが

りができて、なんかこれからもやれるかなって(C) 

・信頼されていると感じる(F) 
・もっと自分を出して良いんだという自己肯定感みた 
なというのがあって。それが一番大きいかなと思う(I) 
 

④ 自己の広がり 

多様なつながりに支援されて困難や新たなステージを突

破し＜自己の広がり＞が見られた。要素が2つ組み合わ

さると価値観や活動が広がるという声がある。例えば、

いつものグループ内ではなく、他グループの個人と個人 
の2人で活動することで広がりとなった。また、自分自

身が2つの活動をしていると地域内での広がりが大きく

なるという例もあった。どの事例でも共通して元の活動

＜境界を越えて＞いるという特徴がある。成長や変化の

認識は自分自身のみならず家族等周囲から変化を指摘さ

れている。さらに人とのつながりや他者からの言葉など

他者の意識を認識することで自信を得ていた。 
a.＜境界を超える＞ 
・自分がそうやって内にこもっていたのが、そうやっ

てそこきっかけになって開いていく（中略）ローカル

ルールみたいなのが徐々に取っ払われて来ているのか

な。図書館以外でも徐々に溶けている。境界線が徐々

に溶けている。図書館をきっかけに入れている（I） 
・二つのグループが重なってつながり自分がこれとこ

れをやっているとか、2つがあることは広がる(D) 
b.＜成長・変化を感じる＞ 
・図書館は仕事を通じて成長をしていける場所（A） 
・家族にも変わったねって言われる。周りの人からも

言われます。(D) 
・成長していく姿がすごい嬉しい。すごいなって。●●さ

んすごいよね。●●に行って成長したなって思う（F） 
c.＜自信につながる＞ 

・この５年間を耐えられたから、どこにいっても大丈夫な

気がします。（B） 
・こういう風に人と繋がったら自分がいいと思っているこ

とを伝えられるんだということを、橋渡しになるツールを

もらったというか、自信をもらった。（I） 
 
(3)GTAから抽出された場の特徴の他館との比較 

武雄市図書館が備えている場の特徴を、他のケースでも

同様に備えているか比較検証行った(表 5)。現地で施設

関係者（図1）に、利用者の図書館利用の仕方、開館後も

しくは移転後の図書館と地域の変化、図書館と地域の関

係性について質問を行った。また、空間的特徴について

は筆者が観察を行なった。結果、特徴的な空間要素は機



 
 

能がシームレスに重なりあい、利用者の活動がオープン

になっている点である。すなわち、見る・見られるとい

う見守りの関係、見られることによる自身の向上と質の

継続性、並びに利用者にとって自由でいられる選択可能

な環境があった。さらに、地域住民の増加や利用可能地

域の拡大によって外部から人の流入がある場には若い人

の参加が見られ、組織や場を超えた活動の広がりが見ら

れた。業務委託による民間運営を取り入れた際、業務上

の分離がある場合は、個人の成長に際立った寄与は見ら

れない。これらより、武雄市図書館の特有の特徴は市民

の場でありながら観光客やスタッフ等の外からの他者を

受入れ、混在している点にある。 
 

5.考察 

 武雄市図書館が、場としての図書館に変容したことに

よる、場の関与者個人の意識変容プロセスと、それに影

響をもたらす図書館と地域の関係性について分析の結果

を図 3 に示した。地域活性化に寄与する地域の場として

の図書館の特性は次の4点である。 
 第一に、武雄市図書館が関与者個人の自らの課題や＜

わがことになる状況＞となる＜きっかけとなる＞ことで

ある。図書館に＜学習意欲のある人が集＞り、＜積極的

な人との協働＞によって、刺激を受け＜新しいことを始

める場＞になっていた。しかし、この図書館の変化には

ポジティブな側面だけでなく、変化に伴う戸惑いや痛み

といった＜変化に対するネガティブな反応＞もあること

を後述する。 

第二に、図書館が自分の外との関係性をつくる＜外と

つながる場＞であることである。＜外から人が来る＞＜

外から知られる＞＜武雄が外とつながる＞と、武雄とい

う地域が都会から見過ごされる存在ではなく、（武雄は世

の中の大きな流れの中に入っている）存在と認識したこ

とが個人の意識に影響を与えている。 

 第三に、多様な個人を受容する、場としての図書館の

在り方である。個人の挑戦や行動を支えた図書館の特徴

として＜人と人のつながり＞＜人が集い、交わる、拠点

＞＜自由・選択できる居場所＞＜場を使う＞要素がある。 

坂倉が示す空間と参加者の相互関与によって成立する地

域の居場所[10]は人とのつながりを感じられる親密さや

参加者が主体的に関わることができる柔軟さが場に集う

人々によって生成されるとしており、その性質を帯びた

場であると考えられる。 

第四に、図書館という場を通して他者から＜見られる劇

場型空間＞となったことである。館内は＜若い人で溢れ

る＞＜多様な人が来る＞＜活発な人がくる＞ようになり、

＜空気感、開放感＞を感じ、活動を行う人にとって（図

書館がステージとなる）ような、＜空間に合わせた自分

になる＞効果が見られた。中井ら[35]は場としての図書

館に、人ごみに紛れることで匿名性を確保し、落ち着き

を求めて「都市的なにぎわい空間」を求める一定数の存

在があることを利用者の行動から明らかにしている。武

雄市図書館は書店及びカフェが図書館空間内にシームレ

スに融合していることから都市的なにぎわい空間の要素

が他の公共図書館と比較して強く出ている。図書館の居

場所的な場所性に加え、都市的な居場所によって図書館

に対する心理的ハードルが低くなり受け入れられたと感

じられている。故に、これまで利用していなかった潜在

的な図書館利用者層を活性化させ、外部から多くの利用

者が流入した結果、多様な人が集い、交流することとな

ったと考えられる。 

表5 他館比較のインタビュー結果 
検証項目

運営手法・属

性

空間的特徴

（筆者の観察結果）
個人の意識と変化 図書館/書店の性質 地域との関わり 地域外に対する意識

GTAから抽出されたカテゴリー
＜見られる劇場型空間＞

＜自由・選択可能な場所＞
＜場を使う＞

＜境界を越える＞

＜成長・変化を感じる＞
＜自信につながる＞
＜自分が豊かになる＞

＜場から受ける刺激＞

＜外と繋がるきっかけとなる場所＞

＜繋がりが自分を可能にする＞

＜行動が広がる＞
＜利他的な意識＞
＜地域に対する誇り＞

＜地域にはないもの＞

＜運命的なすごいものとつながる＞
＜注目される/見られる＞

＜意識する＞

武雄市図書館

（佐賀県）

指定管理

（CCC)

・カフェ及び書店が図書館とシームレス空間

・PC専用席等の機能特化席はなく、iPadを活用した
フリーアドレス
・イベントや講座をカフェ空間内で実施

・上部空間から見わたせる構造
・こどもスペースは別館に分離

・子供のお話会は階段状のオープン空間

・他者の学びの姿が見ることによる刺激

・外から来た民間事業者から刺激を得て自
分自身で試行錯誤している
・外に出て行き、自らの成長とする

・変化を受容し、変化を起こすことを取り組む

・異なる業種が混在する労働環境

・異なるバックグラウンドのスタッフとの協働
・図書館をきっかけに地域の外に出ていく

・高校生が外から経営者を呼び図書館で講
演会を行う
・地域の他の活動に活動内容が広がる

・他の団体と繋がりながら活動する
・武雄を誇りに思う

・県外、海外の観光客が来館し、観光客を図

書館に受け入れる
・メディアから注目され、見られている
・外部から見られていることを意識し、きちん

とすることを意識する
・外に出ると外部の人が武雄市図書館を

知っている

伊万里市民図書

館
（佐賀県）

直営

・喫茶エリアは入り口付近で独立しており、図書空

間との混在はない。
・機能は細分化され各空間に囲いや敷りがある
・図書館利用をする人以外の人は別空間で活動を

行なっている（合唱団はお話会の時に児童スペース
で童謡を歌うため混在がある）

・利用者同士の視線を遮る構造
・子供のお話会はの密室空間

・他のサークル活動から図書館に関わり、本

を読み、図書館のあり方を学び始める
・本から考え方の多様性を得て、能動的にな
る

・ボランティアは過去からの思いを維持した
い

・高い司書比率と継続による高い専門性
・市民ボランティアとの協働。設立時の市民
メンバーが現在も在籍し、図書館への想い

が強い
・伊万里に来る有識者によって、自らの存在

価値を再認識する

・図書館はあって当たり前の存在
・市政との連携は現状ない
・市民の読書に対する意識が変化し、家読

が認知されている

・図書館に観光客はいない

・観光で図書館に来ることは市民にとってメ
リットはない
・他の図書館と比較されて伊万里の良さを知

る

川崎市立中原図

書館
（神奈川県）

直営＋業務

委託

・学習及び閲覧席はオープン空間であるが、年齢等
によって区分されている
・多層階であるが上階から下階フロアを見わたせる

構造はない
・大人とこどものスペースを分離している

・言及なし

・カウンター業務を民間に委託しているが、
官と民で業務分離のため連携が活かしきれ
ていない

・本来の図書館のあるべき姿を発揮し、本や
読書の推進をしたい

・図書館の場は制約があり提供はしていない

・ボランティア団体が増加し、30代が活動に

参加するようになった
・学校と協働でイベントの開催や告知
・小中学生がファシリテーターとして子どもイ

ベントに参加
・活動の場を求めて学校でも読み聞かせを

行う

・観光客はいない

・住宅が増加し、住民が増加している
・市民以外の住民にも利用を開放し、東京
都民、横浜市民の利用者も多い

函館蔦屋書店

（北海道）

CCCによる

民間の
BOOK&カ
フェ

・全てオープン空間でありシームレス

・カフェ及び書店物販シームレス構造となっている
・吹き抜けがあり上部空間から見わたせる構造
・箱状の空間に席は外周に沿って配置され中に向

かって利用者の行動を見る構図。

・志を大事にするようになった
・マネジメント職を通して自らの考えが広く
なった

・コミュニティが施設、スタッフの中心

・障害者雇用スタッフが成長し、周りから頼り
にされている
・お客さんと意図的に近くなるように企画

・新しいことを提案し続ける

・地域の変化はわからない
・イベント主催者、スタッフ、コンシェルジュに
会いに来る場

・利用者とスタッフの間の関係性がある
・イベント主催者と参加者の関係性がある

・観光客は心情としてはお断り

・メディアは自社で出版し道内でメディア露
出している



 
 

（１）地域の図書館の変化を受容するプロセス 

図書館の機能変化にはポジティブな側面だけでなく、

ネガティブな側面もある。本研究でこれまで述べてきた

個人の意識変容のサブプロセスとして、地域に議論を惹

起する図書館の変化を受容するプロセスがある。 
困難な出来事を通じた肯定的な変容には、心理学研究

において、posttraumatic growth等のさまざまな概念が

援用されてきた[36]。困難な出来事を経験した人のうち

の何割かは、出来事を通じて自身の強みや他者との絆の

深まりなどといった恩恵を見出す現象を表し、ストレス

経験を通じた成長は，困難な出来事に対する認知的反芻

や意味づけ、対処行動などを通じて生じる[37]。地域図書

館の変化という困難な出来事を受容するプロセスのスト

ーリーラインを以下に示す。 
図書館の変化を＜地域が分裂される＞と感じるほど

の葛藤を感じ、司書は職場環境や＜図書館のあり方が根

本的に変わる＞大きな変化に対して、驚き、拒絶、混乱、

喪失感を感じた。当事者でありながら改修期間中におい

ては（決める権利がない）と感じた。また、図書館利用

者や歴史資料館に想いを持つ者は、子どもと利用したお

話の場、子ども時代に利用した場所、常設の＜歴史資料

館の喪失＞に対して喪失感を感じていた。図書館を利用

しない人、外部の有識者、図書館関係者等＜外から口を

挟まれることに嫌悪＞し、他と＜比較される＞中で、自

らの＜変わらない軸＞を意識し＜多様な図書館像＞があ

ることを認識した。改修によって＜図書館の利便性が向

上＞し、図書館が話題になり多くの人が流入し＜図書館

はガヤガヤした＞。これまで武雄市内でも、非利用者に

とっては＜図書館は見えない存在から、見える存在＞と

なる。試行錯誤する中＜対話でつなぐ＞ことや＜良い方

向に考える意識＞＜あきらめと適応＞を経て＜変化や新

しさを受け止め＞徐々に＜図書館が地域に馴染む＞よう

になった。 
改修後の図書館に対して否定的な関与者は、喪失感か

ら変化を受容するプロセス過程で変化の受容には至らず

＜価値観が違う＞＜誇りを失う＞と感じ、自己の意識変

容プロセスには合致しない。 
 

（２）地域の場が図書館であることの可能性 

 個人の意識変容プロセスにおいて、図書館に対する認

識も変容している。以前の図書館に対しては＜閉鎖的＞

＜守られる場所＞といった＜シェルター＞的閉じた場所

であったが、＜自由で選択可能な居場所＞＜場を使う＞

と開かれた場所へと認識が変わっていた。地域の居場所

[38]は地域の図書館にも認識されており、参加型図書館

モデルの持つ知のプラットフォームの要素[27]を地域内

にもたらす可能性がある。 

（３）変容を支える地域の存在と利他の意識 

 本研究では、個人の意識変容のプロセスから、地域へ

の影響として地域に恩を返したいという利他的な意識や

地域を誇りに思う意識、地域活動の広がりが見られた。

このような利他性のある地域活動について、地域での共

同行為における自己実現の段階モデル[15]は目的的共同

性の主体的活動の意義を示し、地縁・血縁による伝統的

地域団体とは異なる「弱い靭帯」による水平的ネットワ

ークの結集が自発的なソーシャルムーブメントを発展さ

せていることを明らかにしている[39]。そのソーシャル

ムーブメントの起源に必要とされる個人の意識変容や地

域での境界を超えた活動、地域に対する利他的意識の発

生プロセスの一端が個人の意識変容プロセスから見られ

る。このことは、地域活性化において従来型の行政によ

る事業推進を通じたまちづくりのみならず、住民主体の

図 3 個人の意識変容のプロセス図 (出所 筆者作成） 



 
 

地域づくりの重要性が指摘されている[40]現状において、

地域の図書館に武雄市図書館のような部外から参加者と

の協働効果[41] [42]が期待できることを示唆している。 
 
(4）政策へのインプリケーション 

本研究の事例では、紙資料を保管する器としての図書

館が、人が集う場と変容することで関与者の意識変容と

地域に対するポジティブな影響を与えていた。図書館は

全国98％の市区に存在し、約三千館ある。地域の図書館

が知の保存のみならず外へ場をひらき、他者視点を取り

入れる知の創造的プラットフォームの“場”として積極

的に活用されることで地域人材育成の可能性が開けると

考えられる。また、指定管理者制度を活用した図書館運

営は全国で582館といまだ少数である。もっぱらコスト

ダウンを目的とした民間企業への業務委託ではなく、指

定管理者が地域住民及び行政関係者など多様な人材と対

話し、試行錯誤をしながら図書館の地域における活用を

企画し協働することで地域における新たな価値創造並び

に地域及び個人の成長の可能性を創出する意義があると

考えられる。 
 
6.結論 

本研究では、新たな公共図書館のあり方として注目さ

れる武雄市図書館を対象に、地域の場としての図書館が

場の関与者にどの様な変化を起こすかフィールド調査を

行い、GTAによりテキストデータの分析を行った。その

結果、場としての図書館の関与者の意識変容プロセスを

明らかにした。すなわち、図書館の関与者には、個人の

自立行動が刺激され、試行錯誤し成長した結果として、

地域活動の広がりや地域への利他的意識が醸成されてい

た。個人の意識変容のプロセスは４段階に分かれる。①

わがことになる状況、②自立行動と自分なりの試行錯誤、

③自立行動の限界と突破、並びに④自己の広がりである。 

 これら個人の意識変容に対して図書館が寄与した役割

は、＜場から受け取る刺激＞によって個人を動機付け、

自立行動と試行錯誤を助ける＜外とつながる場所＞とな

るという点である。すなわち、自立行動の困難さに対し、

活動の場を提供し、＜自由さや選択できる居場所＞を提

供している。図書館が＜見られる劇場型空間＞になるこ

とで、個人に対し、他者に見られることによる自信を与

えることになっている。 

 地域のつながりに支えられて、個人が意識変容し自立

行動を行った結果、自己概念が広がり地域及び他者に対

して利他的意識が醸成されていた。 

 

7.今後の研究課題 

本研究では、地域の場としての武雄市図書館利用者の意

識変容の可視化及び構造化を行なった。その意識変容の

対象範囲、継続性、他の地域での再現性並びに行政の関

与のあり方を明らかにすることは今後の課題である。今

後は武雄市のみならず、他の地域の場としての公共施設

及びCCCによる指定管理公共施設を対象とした調査と比

較を行い、実証研究を行う予定である。また、地域の個

人変容に留まらず、個人が変容し地域へ影響を与えるプ

ロセスを可視化し、定量化してゆきたい。 
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註 

対象の現在状況は2017年の調査以降変更はない。2020

年に異なるスタッフにインタビューを行い、分析結果を

裏付ける内容であることを確認し、GTA が理論的飽和に

至っていることを確認した。 
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Abstract（英文） 
This study is to visualize and model that the local 
public libraries bring changes to the users through 
the “ba”. For the field of analysis, we selected the 
Takeo City Library in Saga Prefecture, which is the 
first full-scale library in Japan as a place in the 
community and analyzed it by using the Grounded 
Theory Approach (GTA). This study showed that 
library users were encouraged to act independently 
by external stimuli, and experienced trial and error 
to experience growth, and the change in 
consciousness that fosters altruistic consciousness 
in the spread of activities. The process is inferred 
into four categories: self-help situations, self-
sustaining behavior and trial and error of one's own, 
limits and breakthroughs of self-sustaining 
behavior, and extent of self. In addition, the function 
of the library as “ba” is proven to motivate 
individuals by external stimulation, provide a place 
to connect with the external environments, provide 
a place of activity, freedom and a place to choose, and 
provide a mental theater-space that can be 
appreciated by the others.  
 
 
 
 
 


